
地域活性化への
視点

東京一極集中でなく、地方分散・地域活性化へ。

高齢化・人口減少という難しい時代に、どうやって持続的発展を図るのか。

「自律・自治」「都市」「エネルギー」といった

地域活性化をめぐる各側面について、各分野の専門家・有識者の意見を聴いた──
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日
本
の
地
方
は
今
、
明
ら
か
に
従
来
と
は
違
う
ス

テ
ー
ジ
に
突
入
し
て
い
る
。
今
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た

社
会
的
亀
裂
と
し
て
の
「
地
域
間
対
立
」
が
、
は
っ

き
り
と
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

　

地
域
間
対
立
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
。
高
度
成
長

期
に
は
農
村
部
か
ら
都
市
部
、
日
本
海
側
か
ら
太
平

洋
側
へ
の
人
口
流
入
が
進
み
、
過
疎
と
過
密
が
問
題

で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
都
会
と
地
方
で
生
活
水
準

に
大
き
な
差
は
な
か
っ
た
。
地
方
に
娯
楽
は
少
な
い

が
、
電
気
や
水
道
が
使
え
な
い
こ
と
も
義
務
教
育
期

間
や
医
療
費
負
担
率
が
違
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
地

方
交
付
税
や
国
庫
補
助
負
担
金
と
い
っ
た
税
財
政
シ

ス
テ
ム
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
「
均
（
な
ら
）
し
て
」
い

た
か
ら
、
自
律
性
の
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
国

一
律
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
て
い
た
。

　

し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
の
「
地
方
分
権
改
革
」

が
転
換
点
に
な
っ
た
。
ま
ず
農
地
転
用
許
可
権
等
々
、

国
か
ら
都
道
府
県
・
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
が
行
わ

れ
た
。
次
い
で
所
得
税
な
ど
の
国
税
の
移
譲
と
地
方

交
付
税
の
見
直
し
、
そ
し
て
補
助
金
の
廃
止
・
削
減

が
行
わ
れ
た
。
地
方
の
権
限
も
増
え
て
、
予
算
の
使

途
の
自
由
度
は
高
ま
っ
た
が
、
移
転
財
源
は
削
減

さ
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
最
後
に
05
〜
09
年
度
で

18
万
９
０
０
０
人
の
地
方
公
務
員
を
削
減
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
権
限
移
譲
は
進
ん
だ
が
、
カ
ネ
も
ヒ

ト
も
削
ら
れ
、
地
域
間
格
差
が
一
気
に
拡
大
し
た
。

東
京
23
区
や
大
阪
府
北
摂
地
域
な
ど
財
源
に
余
裕
の

あ
る
自
治
体
は
、
移
譲
さ
れ
た
権
限
を
う
ま
く
使
っ

て
教
育
や
福
祉
を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
維
持
す
る
た
め
他
地
域
か
ら
の
人
口
流
入
抑

制
を
模
索
し
始
め
た
。
片
や
自
前
の
税
収
が
少
な
く

体
力
の
な
い
大
多
数
の
自
治
体
は
、
改
革
に
よ
っ
て

疲
弊
し
、
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
。

財
政
規
律
の
維
持
・
地
方
の
自
律
性
確
保
・
地
域
間

格
差
の
是
正
と
い
う
地
方
行
政
に
お
け
る
３
つ
の
制

度
理
念
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

結
果
が
明
白
に
な
っ
た
。
地
方
分
権
が
悪
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
改
革
の
副
作
用
が
地
方
の
格
差
を
一
層

際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
象
徴
と
し
て
13
年
に
元
岩
手
県
知
事
・
元
総

務
大
臣
の
増
田
寛
也
氏
た
ち
が
発
表
し
た
の
が
「
地

方
消
滅
」
論
だ
。
若
年
女
性
（
20
〜
39
歳
）
に
着
目

し
て
人
口
推
計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
40
年
ま
で
に
人

口
が
半
減
す
る
自
治
体
は
８
９
６
（
全
１
７
９
９
自

治
体
の
49
・
８
％
）。
う
ち
総
人
口
１
万
人
未
満
の

５
２
３
自
治
体
は
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
、
と
い

う
衝
撃
的
な
内
容
だ
。

　

こ
れ
を
機
に
国
も
動
き
始
め
た
。
14
年
、
政
府
は

東
京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
「
地
方
創
生
」
を
掲
げ
、
新
型
交
付

金
の
創
設
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
、
特
区
制

地 域 活 性 化 へ の 視 点

北
村  

亘 

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

自
律
・
自
治

現
実
と
向
き
合
い
、
自
治
体
と

住
民
自
ら
地
域
社
会
を
再
構
築

きたむら　わたる　　
大阪大学大学院法学研究科教授

（行政学、地方自治論）
1970年京都府生まれ。京都大学大学
院法学研究科博士後期課程修了。京
都大学博士（法学）。甲南大学法学部
助教授、大阪市立大学大学院法学研
究科准教授などを経て、現職。政令指
定都市を中心とした大都市圏の制度
設計を主に研究。著書『政令指定都
市─百万都市から都構想へ』『地方財
政の行政学的分析』、共著『地方自治
論─２つの自律性のはざまで』など。
https://researchmap.jp/read0210227/

財
政
状
況
と
人
口
構
成
に
左
右
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
高
齢
化
が
進
み
、
財
政
的
に
も
厳
し
い
自
治
体

に
「
自
律
的
発
展
を
め
ざ
せ
」
と
言
っ
て
も
難
し
い
。

消
滅
を
避
け
る
に
は
、
人
口
減
少
の
現
実
を
直
視
し
、

縮
小
戦
略
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
限
界
集
落
の
集

団
移
転
で
あ
る
。
救
急
車
も
消
防
車
も
行
け
な
い
地

域
に
住
ん
で
い
る
集
落
に
は
、
も
う
少
し
便
利
な
場

所
に
引
っ
越
し
し
て
も
ら
う
。
山
奥
に
住
み
続
け
る

こ
と
は
自
由
だ
が
、
そ
の
場
合
は
十
分
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
諦
め
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
人
口
も
経
済
も

縮
小
す
る
社
会
で
は
、
行
政
・
住
民
双
方
が
、
現
実

を
見
据
え
た
辛
い
選
択
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

さ
て
、
電
力
会
社
の
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
す
企
業

に
は
、
既
存
の
施
設
を
用
い
て
地
域
を
支
え
る
取
り

組
み
を
期
待
し
た
い
。
急
病
や
怪
我
の
深
刻
化
な
ど

を
防
ぐ
た
め
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
積
極
的
に
活

用
し
、
高
齢
者
の
生
活
状
況
を
見
守
り
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
、
一
役
買
っ
て
ほ

し
い
。
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
と
農
山

漁
村
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
。
近
年
、
大
都
市
圏
の

団
地
が
限
界
集
落
化
し
て
い
る
。
電
力
使
用
量
で
高

齢
者
の
異
変
を
も
っ
と
安
価
で
手
軽
に
知
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

　

現
代
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
気
を
供
給

す
る
電
力
会
社
が
、
地
域
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

も
支
え
る
手
助
け
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
願
う
。

度
の
拡
充
、
情
報
・
人
材

支
援
な
ど
の
施
策
を
次
々

と
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
の
中
に
は
、

一
連
の
制
度
を
活
用
し
て

生
き
残
り
を
模
索
す
る
自

治
体
も
出
始
め
た
。
例
え

ば
長
野
県
東
御
市
で
は
、

耕
作
放
棄
地
を
ブ
ド
ウ
畑

に
転
用
し
、
小
規
模
ワ
イ

ナ
リ
ー
が
集
積
す
る
「
千

曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
」
を

形
成
し
て
い
る
。
雇
用
が

創
出
さ
れ
、
移
住
者
増
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま

た
高
齢
化
・
過
疎
化
が
進

む
高
知
県
四
万
十
市
大
宮

地
区
で
は
、
住
民
の
共
同

出
資
で
株
式
会
社
を
立
ち

上
げ
、
住
民
に
不
可
欠
な

給
油
所
と
生
活
必
需
品
を

売
る
店
舗
を
運
営
し
、
特

産
品
販
売
で
「
外
貨
」
獲

得
に
も
乗
り
出
し
、
黒
字

化
を
達
成
し
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
当
然
な
が

ら
、
地
方
創
生
の
成
否
は

地方行政における３つの制度理念と制度的帰結 まち・ひと・しごと創生総合戦略

財政状況と高齢化率から見た
地方創生の政策目標の選択

地方政府の財政状況

貧困 富裕

高齢化率

低 雇用創出
居住者の
快適さ

高 地域づくり
外部人口の
流入

＊1	シティ・リミッツ＝例えばある都市が福祉政策を充実させると、周辺の都市に住む低所得者が流入
することになるため、都市の政策選択が制約されること

＊2	共有地の悲劇＝参加者が短期的な自己利益だけを追求することで、本来は節度ある利用によっ
て永続的に維持できる共有財が枯渇してしまうこと

北村亘氏の資料をもとに作成北村亘氏の資料をもとに作成

まち・ひと・しごと創生本部の資料をもとに作成

自律性の欠如

「全国画一的な行政」の
世界

財政規律の欠如

「共有地の悲劇」＊2の
世界

地域間格差の存在

「シティ・リミッツ」＊1の
世界

格差是正 自律性

財政規律

中長期展望（2060年まで）
人口1億規模の維持
出生率の1.8回復

実質国内総生産の成長率1.5％～2.0％での維持

地方創生版3本の矢
情報支援、人材支援、財政支援

4つの基本目標
❶雇用創出
❷外部人口の流入促進

❸居住人口の快適度向上
❹地域づくり、安心安全

財政規律の維持、地方
の自律性の確保、地域
間格差の是正という3つ
の制度理念を同時に3
つ満たすことはできない。
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
関
西
を
訪
れ
る
観
光
客
の

増
加
は
著
し
い
。
２
０
２
５
年
に
は
大
阪
・
関
西
万

博
も
予
定
さ
れ
、
ホ
テ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
加
え
て
19
年
７
月
に

は
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
な
ど
、
関
西
に
は
未
活
用
の
観
光
資
源
も
多

く
、
集
客
都
市
と
し
て
の
伸
び
代
は
大
き
い
。

　

一
方
で
、
京
都
な
ど
で
は
大
勢
の
観
光
客
が
一
挙

に
押
し
寄
せ
る
こ
と
で
混
雑
・
渋
滞
や
ゴ
ミ
・
ト
イ

レ
問
題
等
々
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
弊
害
も

発
生
。
持
続
的
な
地
域
活
性
化
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
獲

得
に
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
あ
る
集
客
都
市
と
し

て
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
関
西
が
集
客
都
市
と
し
て
価
値
向
上
を
め

ざ
す
な
ら
、
例
え
ば
「
水
都
大
阪
」
と
い
う
の
は
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
得
る
。
水
辺
を
新
た
な

都
市
空
間
と
し
て
再
生
・
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
は
、

日
常
の
都
市
活
動
と
相
反
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
水

辺
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
う
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
観
光
客
や
地
元
の
人
で
賑
わ
っ
て
も
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
悪
影
響
は
少
な
い
は
ず
。
つ
ま
り
街
の
中
で

ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
・
暮
ら
し
が
共
存
で
き
る
。

　

あ
る
い
は
歴
史
文
化
を
生
か
し
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
を
実
現
す
る
街
、
文
化
財
と
異
な
り
今
も
現

役
で
都
市
の
物
語
を
紡
ぎ
続
け
る
歴
史
的
建
築
物

─
─
訪
れ
る
人
は
、
そ
う
い
う
固
有
の
魅
力
を
体
験

し
た
が
っ
て
い
る
。
空
き
家
と
な
っ
た
町
家
や
古
民

家
、
古
い
商
店
街
の
空
き
店
舗
な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
ホ
テ
ル
と
し
て
活
用
。
近
く
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
出
し
た
り
、
特

産
品
を
土
産
物
に
仕
立
て
る
な
ど
、
地
域
と
共
存
し

な
が
ら
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
。

　

25
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
時
に
訪
れ
た
人
々
に
は
、

既
に
関
西
各
地
で
広
が
る
、
こ
う
し
た
「
い
の
ち
輝

テ
ム
の
実
験
を
行
え
ば
、
極
め
て
意
義
深
い
。
自
由

化
で
電
力
小
売
市
場
に
は
多
く
の
事
業
者
が
参
入
し

て
い
る
が
、
地
域
性
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
は
地
域
密
着
企
業
に
し
か
で
き
な
い
。
関
西
電

力
に
は
、
電
力
安
定
供
給
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
に
よ
っ
て
地
域
の
持
続
的
成
長

を
支
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

さ
ら
に
展
望
す
れ
ば
、
万
博
後
の
大
き
な
節
目

が
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
だ
。
国
土
交
通
省

は
、
時
間
と
空
間
か
ら
の
解
放
策
と
し
て
「
ス
ー

パ
ー･

メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）」
構
想
を
推
進
。

２
０
３
７
年
の
東
京
─大
阪
間
開
通
で
首
都
圏
と
関

西
圏
が
約
１
時
間
で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
仕

事
も
暮
ら
し
も
大
き
く
変
わ
る
。
京
阪
神
都
市
圏
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
や
ロ
ン
ド
ン
都
市
圏
と
面
積

や
人
口
規
模
は
ほ
ぼ
同
程
度
だ
が
、
長
期
に
亘
り
大

企
業
本
社
の
東
京
流
出
や
中
小
企
業
の
廃
業
が
続
き
、

働
く
場
が
減
っ
て
い
る
。
医
療
・
創
薬
に
強
み
は
あ

る
が
、
こ
う
し
た
研
究
開
発
型
産
業
は
裾
野
が
狭
く

雇
用
が
広
が
り
に
く
い
。
そ
の
点
、
観
光
産
業
は
裾

野
が
広
く
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
活
性
化
に
つ
な

が
る
。
加
え
て
Ｓ
Ｍ
Ｒ
や
５
Ｇ
の
時
代
に
な
る
と
、

ど
こ
に
住
ん
で
も
仕
事
は
で
き
る
。
と
な
る
と
大
阪

の
よ
う
に
業
務
・
商
業
機
能
な
ど
多
様
な
都
市
機
能

が
ほ
ぼ
徒
歩
圏
内
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の

街
が
暮
ら
し
や
す
く
、
い
よ
い
よ
大
阪
・
関
西
が
巻

き
返
す
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

く
」
よ
う
な
取
り
組
み
を
体
感
し
て
ほ
し
い
。
大
阪

は
70
年
万
博
の
時
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
と
い

う
未
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
験
を
行
っ
た
。
今
回

も
夢
洲
の
会
場
だ
け
で
な
く
、
関
西
全
体
が
未
来
社

会
の
実
験
場
に
な
る
よ
う
な
壮
大
な
ト
ラ
イ
ア
ル
を

行
い
た
い
。
京
阪
神
は
じ
め
関
西
各
地
の
個
性
的
な

都
市
群
が
、
万
博
を
機
に
そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き

上
げ
、
周
遊
を
促
せ
ば
い
い
。

　

集
客
都
市
づ
く
り
で
重
要
な
の
は
主
体
性
。
行
政

と
連
携
し
つ
つ
住
民
や
事
業
者
が
自
律
的
自
発
的
に

街
の
価
値
を
向
上
さ
せ
持
続
的
発
展
を
促
す
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
大
事
だ
。
行
政
だ
け
が
義
務
で
や

る
よ
り
、
本
気
で
自
分
た
ち
の
街
を
良
く
し
た
い
と

願
う
地
元
有
志
に
任
せ
る
方
が
う
ま
く
い
く
。

　

実
は
関
西
、
特
に
大
阪
に
は
地
域
の
将
来
像
を
自

分
た
ち
で
考
え
よ
う
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
非

常
に
多
い
。
地
域
に
拠
点
を
置
く
大
企
業
主
導
の
団

地 域 活 性 化 へ の 視 点

嘉
名
光
市 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

都
市万

博
へ
、
そ
し
て
そ
の
先
へ
、

集
客
都
市・関
西
の
展
望

かな　こういち
大阪市立大学大学院工学研究科
都市系専攻教授
1968年大阪府生まれ。東京工業大学
大学院社会理工学研究科博士課程
修了。ＵＦＪ総合研究所（現・三菱ＵＦＪ
リサーチ＆コンサルティング）都市・地域
再生マネジメント室主任研究員、大阪
市立大学准教授などを経て現職。研
究分野は、都市計画・都市デザイン、エ
リアマネジメント、景観論・景観デザイン、
都市再生政策など。共著『都市を変え
る水辺アクション 実践ガイド』『光のまち
をつくる 水都大阪の実践』『生きた建
築 大阪』など。
http://www.urban.eng.osaka-cu.
ac.jp/groups/plan/Kana.html

体
や
商
店
街
系
な
ど
多
様
な
団
体
が
あ
る
こ
と
が
、

大
阪
・
関
西
の
財
産
で
あ
り
、
地
域
の
底
力
を
示
す

も
の
だ
。

　

そ
の
意
味
で
、
地
域
に
根
ざ
す
電
力
会
社
の
役
割

と
責
任
は
大
き
い
。
関
西
電
力
は
既
に
関
西
各
地
の

ま
ち
づ
く
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
か
ら
関
わ
っ
て
い
る

が
、
関
西
が
も
う
一
段
の
活
性
化
を
遂
げ
る
に
あ
た

スーパー・メガリージョン（ＳＭＲ）構想と関西

水都再生

国土交通省近畿地方整備局の資料をもとに作成

嘉名光市氏の資料をもとに作成

り
、
さ
ら
な
る
尽
力
を
期
待
し
た
い
。
例
え
ば
大
阪

の
地
盤
は
地
下
水
を
豊
富
に
含
む
「
帯
水
層
」
だ
。

う
め
き
た
や
夢
洲
で
帯
水
層
へ
の
大
規
模
蓄
熱
を
行

い
、
地
域
冷
暖
房
に
利
用
す
る
な
ど
、
新
た
な
試
み

を
期
待
し
た
い
。
70
年
万
博
で
日
本
初
の
商
業
用
原

子
力
発
電
の
試
送
電
を
行
っ
た
関
西
電
力
が
、
25
年

万
博
で
帯
水
層
蓄
熱
な
ど
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

中国圏 中部圏

首都圏

九州圏 四国圏

西日本地域との連携

三大都市圏の相互交流・融合及び
地方圏との融合

インバウンドを活用した地域活性化

スーパ
ー・メガ

リージョ
ン

アジ
アへ ●関西国際空港など主要交通結節点間の

　アクセスの強化
●道路のミッシングリンクの解消
●民間ニーズを踏まえた健康・医療産業等の推進

関西圏

水都再生

産業構造の転換
土地利用の再編

交通手段の見直し
人のための空間へ

親水護岸
水門・遊歩道

水質浄化
生態系の保全

多面的利活用 プレイス
メイキング

都市再生
賑わい・回遊
都市魅力

舟運の活性化
船着場整備

地域協働
まちづくり連携

ヒート
アイランド
対策

社会実験
規制緩和

共感・参加
シビックプライド

実現に向けたアプローチ

見つける 伝える 設える 育てる 広げる
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ヒート
ポンプ

ヒート
ポンプ下水熱利用システム

（未処理下水）

風力発電風力発電
バイオマス発電バイオマス発電

火力発電所火力発電所 スマートグリッドスマートグリッド

水力発電所水力発電所

非常用発電非常用発電

バイナリー発電バイナリー発電
小水力発電小水力発電

CGSCGS
太陽光発電太陽光発電

下水熱利用システム
（未処理下水）

帯水層蓄熱帯水層蓄熱

BEMSBEMS
高効率

ヒートポンプ（HP）
高効率

ヒートポンプ（HP）河川水利用
システム
河川水利用
システム

MEMSMEMS

EVEV

水素ステーション水素ステーション

充放電
スタンド
充放電
スタンド 蓄電池蓄電池

変電所変電所

アグリゲーターアグリゲーター

電源のベストミックス

観光・防災拠点

市庁舎市庁舎

駅駅

下水処理場下水処理場

EVの活用による市域の観光拠点。
非常時は避難所として
BCP対策を強化

下水を処理した再生水を
熱源水として使ったあと、
修景用水として利用

原子力発電所原子力発電所

電力供給の
多重化・多ルート化

下水再生水利用
システム

下水再生水利用
システム

リアルタイムに電力の
使用状況をお知らせ

エネルギーの
見える化

蓄電池などを
まとめて管理

需給状況に応じて
節電要請

でんき
予報

節電に
ご協力

お願い
します

。

電力のピークカットやDRを行ったり
非常時の電力供給に役立てる

EV・PHVから
建物設備へ放電

充放電
スタンド

エコキュート
（ヒートポンプ）

スマート
メーター

蓄電池

HEMSHEMS

ICT活用による
地域全体の
最適エネルギー
マネジメント

ネガワット
取引

再生可能
エネルギー
の活用

未利用
エネルギー
の活用

バーチャル
パワープラント
（VPP）

デマンド
レスポンス
（DR）

CEMSCEMS

家電を
一括制

御

平常時はHPと
組み合わせて省エネ。

非常時は
コミュニティタンクとして
消火や生活用水
などに活用

高効率、高品質、高信頼度

太陽熱+バイオマスボイラー太陽熱+バイオマスボイラー太陽熱+バイオマスボイラー

水蓄熱槽
（コミュニティタンク）
水蓄熱槽

（コミュニティタンク）

工場排熱工場排熱

節電して余った
電気をまとめて取引

　
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。
産
官
学
連
携
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
組
織
・
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
が
、
そ
の
概
念
を
「
電

気
の
有
効
利
用
に
加
え
、
熱
や
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー＊

も
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
『
面
的
利
用
』
や
、
地
域

の
交
通
シ
ス
テ
ム
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革

な
ど
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
エ
リ
ア
単
位
で
の

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
い

る
よ
う
に
、
日
本
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

確
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
は
、
低
炭
素
・

脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る
上
で
非
常
に
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
だ
。
た
だ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ば
か
り
に
着
目
す

る
の
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
カ
ロ
リ
ー
表
だ
け
見
て
メ

ニ
ュ
ー
を
決
め
る
よ
う
で
、
い
さ
さ
か
侘
し
い
。
景

観
や
都
市
ア
メ
ニ
テ
ィ
、
安
全
・
安
心
な
ど
居
住

者
・
利
用
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
街
で
あ
る
と
同
時

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
使
う
環
境
都
市
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
情
報

イ
ン
フ
ラ
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
こ
の
３
つ
が
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
件
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
報
が
結
び
つ
い
て
既
に
実
用
化

し
て
い
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
だ
け
で
な
く
、
水
道
、
ご
み
、
設
備
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
も
一
括
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ

り
望
ま
し
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
は
災
害
時
情

報
シ
ス
テ
ム
や
見
守
り
シ
ス
テ
ム
等
と
も
一
体
化
さ

せ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て
実
現
す
る
。
要
は
「
都

市
計
画
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
」「
情
報
技
術
」
の
組

み
合
わ
せ
が
重
要
だ
。

　

そ
の
た
め
に
ま
ず
必
要
な
こ
と
は
、
３
分
野
の
専

ち
ろ
ん
情
報
技
術
と
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
あ
る
が
、
都

市
計
画
ほ
ど
の
差
で
は
な
い
か
ら
、
情
報
化
の
進
展

を
あ
る
程
度
見
込
ん
で
計
画
を
立
て
れ
ば
、
調
整
も

し
や
す
い
は
ず
。
つ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
「
交
通
整

理
役
」
と
な
っ
て
、
都
市
計
画
と
情
報
技
術
を
融
合

さ
せ
て
い
く
わ
け
だ
。

　

例
え
ば
古
く
か
ら
大
阪
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で

あ
る
中
之
島
。
こ
の
２
・
３
丁
目
地
域
で
は
、
既
存

の
建
物
を
１
棟
ず
つ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
な
が
ら
河
川

水
利
用
の
地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
１
棟
ず
つ
建
設

時
の
最
新
技
術
を
活
用
し
て
組
み
込
ん
だ
。
情
報
シ

ス
テ
ム
を
ど
う
組
み
込
む
か
は
今
後
の
課
題
だ
。　

　

こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
期
待
し
た
い
の

が
電
力
会
社
の
役
割
だ
。
日
本
は
今
後
、
省
エ
ネ
の

進
展
や
人
口
減
少
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
減
少
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

増
加
で
出
力
変
動
の
幅
は
拡
大
、
電
力
会
社
は
一
層

難
し
い
需
給
調
整
を
迫
ら
れ
る
。

　

地
域
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
不
安
が
な
い
よ

う
、
関
西
各
地
で
都
市
計
画
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
情
報

の
三
位
一
体
の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
次
々
生

ま
れ
、
同
時
に
地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
、
個
々

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
こ
そ
が
、
地
域
密
着
の
電
力
会
社
の
重
要
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。

門
家
が
連
携
す
る
し
く
み
づ
く
り
だ
。
都
市
計
画
と

言
え
ば
、
道
路
や
上
下
水
道
、
建
物
を
ど
う
す
る
か
、

土
木
建
築
中
心
の
世
界
。
地
権
者
と
行
政
と
都
市
計

画
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
ま
ち
づ
く
り
の
大
枠
を
決
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
情
報
の
専
門
家
は
街
や
建
物
の
か
た
ち

が
固
ま
っ
て
か
ら
参
加
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。

し
か
し
本
気
で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
な
ら
、
地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
は
じ

め
、
建
物
の
高
気
密
・
高
断
熱
化
、
セ
ン
サ
ー
を
使

用
し
て
多
様
な
情
報
を
計
測
・
数
値
化
す
る
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
の
導
入
等
々
、
計
画
当
初
か
ら
検
討
す
べ

き
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
関
係
す
る
３
分
野
の
専
門

家
が
最
初
か
ら
同
じ
土
俵
で
議
論
し
合
え
る
し
く
み

が
必
要
だ
。

　

と
は
い
え
、
時
間
ス
ケ
ー
ル
の
全
く
違
う
３
つ
の

技
術
を
ど
う
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
る
か
。
都
市
計
画
は
10

年
以
上
先
の
街
の
完
成
を
見
込
ん
で
計
画
す
る
が
、

地 域 活 性 化 へ の 視 点

下
田
吉
之 

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

エ
ネ
ル
ギ
ー

都
市
計
画・エ
ネ
ル
ギ
ー・情
報
の

三
位
一
体
で
進
め
る

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

しもだ　よしゆき
大阪大学大学院工学研究科
環境・エネルギー工学専攻教授

（都市エネルギーシステム）
1962年大阪府生まれ。大阪大学工学
部環境工学科卒、同大学院工学研究
科建築環境専攻博士課程修了。大阪
大学工学部助手、先端科学技術共同
研究センター助教授を経て、教授。著
書『都市エネルギーシステム入門：住宅・
建築・まちの省エネ・低炭素化』、共著

『都市のリ・デザイン』など。大阪科学
技術センタースマートグリッド/スマートコ
ミュニティ研究会副会長、中央環境審
議会臨時委員、内閣府総合特別区域
評価・調査検討会委員など。
http://www.see.eng.osaka-u.ac.jp/
seeue/seeue/

スマートコミュニティ概念図（関西電力）

＊
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
：
工
場
排
熱
、
地
下
鉄
や
地
下
街
の
冷
暖
房
排
熱
、
外
気
温
と
の

温
度
差
が
あ
る
河
川
水
や
地
下
水
な
ど
、
有
効
に
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
称
。

エ
ア
コ
ン
や
給
湯
機
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の

革
新
は
概
ね
５
年
単
位
。
情
報
技
術
は
１
年
単
位
で
、

ま
さ
に
日
進
月
歩
の
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
る
か

ら
、
計
画
時
点
で
最
先
端
の
情
報

技
術
も
、
竣
工
時
に
は
す
っ
か
り

普
及
が
進
み
、
時
代
遅
れ
に
な
り

か
ね
な
い
。

　

こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
い
か
に

フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
か
。
解
決
策
と
し

て
は
、
都
市
計
画
と
情
報
技
術
の

中
間
に
位
置
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
の
時
間
ス
ケ
ー
ル
で
考
え

る
」
こ
と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の

進
展
速
度
を
基
準
に
都
市
計
画
を

考
え
れ
ば
、
結
果
と
し
て
先
進
的

な
ま
ち
づ
く
り
が
実
現
す
る
。
も下田吉之氏の資料をもとに作成

スマートコミュニティ ３つの要件

エネルギー技術 都市計画

負荷の低減
省エネルギー
機器の高効率化
分散型エネルギー
資源の節約

安全
コミュニティ
自然・景観
利便・福祉

情報技術

エネルギーマネジメント
省エネ行動の喚起
住民の見守り
地域情報の提供


